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10：30 ～ 14：00〔受付10：00より〕
ANAクラウンプラザホテル岡山
（１階  曲水の間）
10,000円（会食・記念品等）
令和４年10月15日（土）
＊定員に達した場合は、お断りする場合があります
＊同封の振込用紙にてお振込みください
川井郁子バイオリンコンサート

同窓会は、令和５年に創立 70 周年を迎えます。今年度は「同窓会創立 70 周年記念式典・懇親会」
を開催いたします。新型コロナウイルスの感染拡大によって、昨年、一昨年と「同窓生の集い」を
開催することができませんでした。楽しみにされていた皆様、どうぞ「同窓会創立70周年記念式典
・懇親会」にご参加ください。

　大学祭が中止になった場合は、開催を中止します。開催の有無は、同窓会HPでお知らせします。
ご不明な点は同窓会事務局までお問合わせください。
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代議員名簿・文化講座

大学からのお知らせ

令和　　　年　　　月　　　日（土）５ 11２

なった場合は 開催を中止します 開催の有無は 同窓会HPで

奨学生支援バザーのご案内

●時　間：10：00～15：00
●場　所：ヨゼフホールラウンジ

●内　容：フリージアの会による手作り品・遊休品
ブランドリユース品・セレクトショップ・マイショップ等

ノートルダム清心女子大学同窓会
HP: https://ndsu-rurudo.jp　E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp
〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

コロナ感染防止のため、ご来場の際には、必ずマスクの着用をお願いいたします。

＊ご参加の方は、当日の配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

記念演奏■ ：川井郁子バイオリンコンサート

奨学生支援バザーのご案内

＊ご参加の方は、当日の配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

ご卒業50周年をお迎えになられ、心よりお慶び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し、「同窓会創立
70周年記念式典・懇親会」へのご参加を呼びかけています。同じ期でテーブルを囲み、楽しいひとときを過ご
されませんか？ささやかな記念品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学17期・18期・19期・20期の皆様へ
（昭和44年卒・45年卒・46年卒・47年卒）

●題字　故・高木聖鶴 （
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会

で
は
情
報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の

皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・

訂
正
・
提
供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請

が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な

範
囲
に
限
定
し
、
使
用
目
的
を
明
確
に
す

る
。同

窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓

会
か
ら
の
連
絡
送
付

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

●
会
員
確
認
調
査

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供

は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

編
集
後
記

会
報
五
十
八
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

令
和
三
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
・
同
窓
生
の
集
い
・
奨
学
生
支
援

バ
ザ
ー
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
は
、
大
学
か
ら
の
お
知
ら

せ
と
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、

大
学
の
取
り
組
み
や
卒
業
生
の
活

躍
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
同
窓
会
広

報
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

会
報
編
集
委
員
一
同

ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496 

＊注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

■お問合せ

　会報58号の誌面のメインカラーはラベンダー色です。今年３月に卒業し、新たに同窓会本会員になられた学年のクラス
フラワー「藤」にちなんでいます。『ラベンダーのごとく高尚に、藤のごとく謙虚に思慮深く誠をもって』という意味がこめら
れています。

令和　　　年　　　月　　　日（土）― 大学祭初日 ―４ 11 ５

●香川県出身　　●東京藝術大学卒業
●同大学院修了　●現在 大阪芸術大学教授
国内外の主要オーケストラや世界的音楽家た

ちと共演。全国各地およびカーネギーホール、
パリ・オペラ座、ワシントンDC公演など国際的
に活躍。日本アカデミー賞最優秀音楽賞受賞。

プロフィール

「同窓会創立70周年記念式典・懇親会」の
ご案内



　

本
年
五
月
の
代
議
員
総
会
に
お
け
る
役
員

の
改
選
に
あ
た
り
ま
し
て
、
引
き
続
き
会
長

の
お
役
目
を
頂
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
大
役

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
再
任
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
役
員
、
代
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
、
多
く
の
同
窓
生
の
方
々
の
ご
協
力

は
も
と
よ
り
、
学
長
、
諸
先
生
方
の
ご
助
言
、

ご
指
導
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
重
責
を
果
た
す
べ
く
、
十
八
名

の
理
事
を
中
心
に
、
各
支
部
の
支
部
長
、
及

び
代
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
ま

で
以
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
こ
こ
数
年
、
本
大
学
お
よ
び

同
窓
会
の
支
部
総
会
な
ど
の
行
事
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
、
延
期
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
例
年
の
ご
と
く
、
同
じ
よ
う
に
進
ん

で
い
く
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
価
値
が
あ
っ

た
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
を
再
開
す

る
に
は
、
い
つ
も
以
上
に
準
備
、
打
ち
合
わ

せ
を
入
念
に
行
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

同
窓
会
主
催
の
高
校
生
に
対
す
る「
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」も
、
二
年
前
に「
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」と
名
称
も
内
容
も

改
め
て
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
し
た
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
こ
そ
は
開
催
し
た

い
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
は
、
本
同
窓
会
は
創
立
七
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
令
和

五
年
二
月
十
一
日（
土
）に
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
川
井
郁
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
記
念

式
典
を
開
催
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。
コ

23

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
二
〇
一
八
年
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
以
来
、
同
窓
生
の
集
い
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
同
窓

生
と
再
会
し
て
、
親
交
を
深
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
否
定

的
に
思
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
前
向
き
に
と

ら
え
て
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
に
こ
そ
、
人
生
を
大
切
に
す
る
、
命
を
大
切

に
す
る
に
は
、
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
良
い
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
学
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

卒
業
生
の
皆
様
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
同
窓

会
を
目
指
し
て
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
母
校
の
発
展

の
一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
く
進
化
し
て

い
く
母
校
を
、
同
窓
会
と
し
て
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
て
応
援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
卒
業
生
の
皆
さ
ま
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
入
生
を

迎
え
、
授
業
形
態
も
対
面
式
と
な
り
、
久
し

ぶ
り
に
新
鮮
で
活
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
に

伴
い
、
授
業
形
態
は
変
化
し
て
い
て
も
、
聖

ジ
ュ
リ
ー
が
説
い
た
学
生
の
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、「
い
の
ち
」の
大
切
さ
を
説
き
、

生
き
る
こ
と
の
意
義
を
追
求
し
、
人
間
と
し

て
の
成
長
と
人
格
の
成
熟
を
目
指
す
教
育
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
研
究
教
育
対
象
が
、
ロ
ー
カ
ル
、

グ
ロ
ー
カ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
開
か
れ
、
聖

ジ
ュ
リ
ー
が
蒔
か
れ
た
種
を
受
け
継
い
で
、

学
校
現
場
で
、
地
域
で
、
地
域
と
関
連
す
る

場
で
、
国
を
超
え
た
世
界
で
双
方
向
的
な
送

受
信
が
機
能
的
に
可
能
に
な
っ
て
い
る
学
び

舎
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
国
連
大
学
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
参

加
校
と
し
て
、
世
界
事
情
に
目
を
向
け
、
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
活
動
は
日
本
国
内
の
私
立
女

子
大
学
唯
一
の
取
り
組
み
と
し
て
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）は
二

〇
一
五
年
九
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
も
の
で
、
国
連
加
盟
国
１
９
３
カ
国
が

二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
の
十
五
年
間

で
達
成
さ
れ
る
た
め
に
掲
げ
た
目
標
で
す
。

17
の
大
き
な
目
標
と
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
学
の
精
神
に
裏
付
け
ら
れ
、
大
学
全
体

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
特
定
の
学
部
や
学
科
だ
け
で
な
く
、
ま

た
、
一
時
的
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、

全
学
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
科
目
を
組
み
込
み
、
か
つ
、
地
域
連
携
・
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
す
べ

て
の
学
部
学
科
学
生
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
具

体
的
な
実
践
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
授

業
と
し
て「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
」が
あ
り
ま

す
。
こ
の
授
業
は「
国
連
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
学

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」内
の
12
大
学
と
国

連
大
学
が
連
携
し
て
構
築
し
た
日
本
初
の
科

目
で
す
。
開
発
、
国
際
、
環
境
、
持
続
性
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
権
と
い
っ
た
六
項
目
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
実
践
事
例
と
知
識
・
理
論
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
す
で
に
二
〇
二
一
年
度
か
ら
世

界
で
活
躍
す
る
シ
ス
タ
ー
５
名
を
講
師
に
招

い
て
、
修
道
女
会
の
国
連
で
の
活
動
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
ア
フ
リ
カ
で
の
発
電
事
業
や
ア
マ
ゾ

ン
の
保
護
、
貧
困
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を

直
接
学
ぶ
国
際
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
科
目

「
キ
リ
ス
ト
教
学
Ⅶ
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
は
全
学
科
学
生
が
受
講
可
能
で
す
。

ま
た
、
全
学
科
の
一
年
生
が
必
修
の「
人
間

論
」の
授
業
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
扱
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
は
す
べ
て

の
学
生
が
受
講
で
き
、
建
学
の
精
神
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
授
業
と
い
え

ま
す
。

　

次
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
具
体
的
な
実
践
活
動
も

学
内
の「
地
域
連
携
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン

タ
ー
」を
中
心
に
各
学
科
・
部
署
と
連
携
し
つ

つ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
国

際
機
関
や
省
、
県
や
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
同
組

合
、
企
業
と
連
携
し
つ
つ
、
学
部
学
科
を
超

え
て
在
学
生
全
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
業
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会
を
幅
広
く
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
科
ご
と
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
文
学
部
の
英
語
英
文

学
科
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
国
連

の
モ
デ
ル
Ｕ
Ｎ（
模
擬
国
連
）や
グ
ロ
ー
バ
ル

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
学
生
が
積
極
的
に
参
加
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
本
格
的
に
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
二
〇
二
〇
年
度

に
は
岡
山
県
と
協
力
し
て
県
の
男
女
共
同
政

策
へ
の
提
言
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
二
〇
二

二
年
度
に
は
日
本
版
模
擬
国
連
を
本
学
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
聖
ジ
ュ
リ
ー
の
建
学
の
精
神

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
合
致
し
、
そ
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
座
学
の
み

か
ら
は
得
ら
れ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
、

視
座
を
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
本
学
の
教
育
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
の
諸
活
動
は

S
D
G
s
の
達
成
目
標
に
合
致
し
て
い
ま
す

ご

挨

拶

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
会
長

横

溝

洋

子

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
理
事
長

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学　

長

津

田

葵
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2020・2021年度  奨学生支援協力者一覧（敬称略）

特 集

学内を散策
！してみよう

ノートルダム
ホール東棟の聖堂
の鐘楼にある鐘の
ことです。１日に
３回唱えられる
「お告げの祈り」
の時刻（朝６時、
正午、夕方６時）
を知らせるために
鳴らされます。
　鐘の音を聞くこ

とで、受胎告知から始まるイエス・キリストの生涯を思い
起こします。そのため「お告げの鐘」または「天使（アンジェ
ラス）の鐘」と呼ばれます。

小 学 校
附属図書館

テレジア館

ルルド館
（同窓会館）

ヨゼフホール
A棟

ヨゼフホール
B棟

カリタス
ホール

水鏡ノートルダム
ホール中央棟

北門

東門

正門

クビリーホール
（４F クビリー修道院）

ノートルダム
ホール西棟

記念館

ザビエル館
運 動 場

学生通用門

西
門

幼 稚 園

ノートルダムホール

中　庭

ジュリーホール

池

ロゴスホール

ノートルダムホール東棟

聖堂（２階）1
3

4
5

2

N

４年間通った学び舎ですが、知らないままに見過ごしていた場所や、新しくできたものがあります。
大学を訪れた際には、学内を散策して見つけてください。

　 アンジェラスの鐘

　中央棟の前にある、直径10ｍの水のオブジェです。
　「立ち止まって自己の内面を見つめてほしい」という願い
を込めて1995年に作られました。

　 水　鏡

　６月、ジュリーホールの中庭には紫陽花が
美しく咲き始めます。

　 中庭の紫陽花

ルルドとは、フ
ランスの西南、ピ
レネー山脈のふも
とにある町の名前
です。1858年に聖
母マリアがその町
のはずれの洞窟で、
ベルナデッタとい
う貧しい少女に現
れ、出現の証とし
て霊泉の水が湧き
出ました。その水

で多くの病人が癒され、今日も世界中から巡礼者が集まっ
ています。

　 岩窟のマリア像（ルルドのマリア像）

昭和４（1929）年に白亜の殿堂と称され建築されたノート
ルダムホール本館と東館は、第二次世界大戦の空襲から逃
れるため、油性塗料によって全館が黒く塗りつけられまし
た。1945年6月29日の岡山空襲でも、奇跡的に戦火から逃
れました。この壁は当時の面影として残しています。

　 戦争のなごり

5

1 2

3 4

※資料提供：大学広報室・キリスト教文化研究所
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今
年
こ
そ
は
、
と
願
っ
た
二
〇
二
一
年
度
も

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず
、
大

学
祭
で
の
販
売
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ル
ル

ド
館
で
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
少
し
確
保
し
て
も
ら

い
、
作
品
を
展
示
し
て
来
館
者
に
購
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
は
、
大
学
祭
で
開
催
さ
れ

る
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
の
た
め
に
、
月
に
二
回
、

ル
ル
ド
館
で
手
作
り
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

売
上
金
は
全
額
、
学
生
の
奨
学
金
と
な
り
ま
す
。

同
窓
生
な
ら
、
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
活
動
に

参
加
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
う
ち
時
間

が
増
え
た
方
、
私
た
ち

と
一
緒
に
手
芸
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
縫
物
だ

け
で
な
く
、
手
作
り
な

ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

こ
ん
な
物
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
ご
要
望
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
生
向
け
の
作
品
を
増
や
し

て
、
大
学
祭
以
外
で
も
販
売
の
場
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
手
芸
を
通
じ
て
同
窓

生
同
士
が
交
流
で
き
、
学
生
を
支
援
す
る
こ

と
に
も
繋
が
る
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
に
、
あ
な

た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
ル
ル
ド
館
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
・
二
十
六
・
食
山
本
美
智
子
）

7

私
た
ち
が
製
作
し
て
い
る「
点
訳
絵
本
」は
、

目
の
不
自
由
な
方
が
点
字
を
読
み
、
絵
に
貼
っ

た
フ
ィ
ル
ム
シ
ー
ト
に
触
っ
て
文
の
内
容
を
感

じ
取
る
絵
本
で
す
。
登
場
人
物
、
動
物
の
表

情
・
動
き
を
表
現
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。
何

冊
作
っ
て
も
、
毎
回
分
か
ら
な
い
箇
所
が
出
て

き
ま
す
。
登
場
人
物
や
動
物
た
ち
が
可
愛
く
て

頬
が
緩
み
ま
す
。
活
動
日
に
は
作
っ
た
絵
本
を

持
っ
て
行
き
、
点
検
し
て
も
ら
い
ま
す
。
製
作

に
は
一
冊
に
つ
き
、
数
か
月
か
か
り
ま
す
。
卒

業
年
度
は
違
っ
て
も
同
じ
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
根
底
に
あ
る
の
で
、
互
い
に
教
え
教
え
ら
れ

楽
し
く
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、
三
十
七
冊
の
本
が
完
成
し

ま
し
た
。
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
成
長
し
、
利
用
者
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
製
作
は
続
き
ま
す
。

（
大
・
十
七
・
児
童
高
木
英
美
子
）

　

令
和
三
年
度
岡

山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
功
労
賞

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
団
体
）を
受

賞
。
長
年
の
活
動

を
表
彰
し
て
頂
き
、

今
後
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」の
イ
メ
ー
ジ
は
、
天
使
の
よ

う
な
愛
す
べ
き
人…

　

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
旭
川
療
育
園

の
子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
一
緒
に
お
菓
子
づ

く
り
を
し
ま
す
。
ま
た
、
桜
の
下
を
散
歩
し
た

り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
も
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

七
夕
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

は
子
供
た
ち
の
飛
び
入
り
演
奏
で
盛
り
上
が
り

ま
す
。
今
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

か
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
会
え
て
ま
せ
ん

が…

。
必
ず
楽
し
く
過
ご
せ
る
時
が
来
ま
す
ね
。

「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
同
窓
生

で
良
か
っ
た
。
幸
せ
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
！
」と
毎
回
思
い
ま
す
。
初
め
は

ど
ん
な
気
持
ち
で
活
動
で
き
る
か
不
安
で
し
た

が
、
療
育
園
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
会
う
と…

あ
あ
！
私
の
出
来
る
事
、
や
り
た
か
っ
た
こ
と

が
、
こ
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
実
感
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
、
私
達
と
笑
顔
に
な
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
も
始
め
ま
せ
ん
か
。
仲
間
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
・
三
十
三
・
家
森
川
千
代
）

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

ゆ
め
文
庫

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

ゆめ文庫 新刊目録
ちいさなもみのき

こんなときって　なんていう？

とべない　ホタル

ともだち　くるかな

くれよんのくろくん

さかさまライオン

ちいさな ねこ

かずちゃんの　おつかい

しんせつなともだち

こぶたほいくえん

ありがとう　ともだち

にんぎょうげき

ハーちゃんとチューちゃん

こひつじクロ

あいつも　ともだち

月からきたうさぎ

サリーのこけももつみ

せかいいち　うつくしい　ぼくの村

ちびくま

クリスマスのおばけ

たまごのあかちゃん

あしたも　ともだち

うみのむこうへ

とんとんとん

ぺんぎんたいそう

そらまめくんの　ぼくのいちにち

たいへん　たいへん　あかちゃん、まって！

おばけのバーバパパ

きゅっきゅっきゅっ

ねむたいねむたい

ちらかし　ぼうや

白雪姫

どんぐり とんぽろりん

びりのきもち

ここよ　ここよ

くまのしんぶんきしゃ

おつきみうさぎ

マーガレット・ワイズ・ブラウン
たかてら　かよ
小沢　昭巳
内田　麟太郎
なかや　みわ
内田　麟太郎
石井　桃子
石井　桃子

ふあん　いーちゅん
なかがわ　りえこ
内田　麟太郎
岡田　純也
ふかい　すみ

エリザベス・ショー
内田　麟太郎

みなみ　らんぼう
ロバート・マックロスキー

小林　豊
キャサリン・アリソン

せな　けいこ
かんざわ　としこ
内田　麟太郎
きやま　ゆきこ
あきやま　ただし

齋藤　槙
なかや　みわ

ペギー・ラスマン
アネット・チゾンとタラス・テイラー

林　明子
やぎゅう　げんいちろう
ジャン・オームロッド

駒田　文子
武鹿　悦子
阪田　寛夫

かんざわ　としこ
こんの　ひとみ
中川　ひろたか

スタンドペンケース

ボランティア

まつぼっくりのサンタ

クッション バック

奨
学
金
事
業

学
生
支
援
学
内
講
座

2022年度
ノートルダム清心女子大学同窓会 奨学生

●秘書検定講座

２　級

準１級
合 　 計

86

86

コ ー ス 受講者数

実施せず

●公務員・教員採用試験対策講座

公務員試験対策講座

教員採用試験対策講座
40
58

コ ー ス 受講者数

　

二
〇
二
一
年
度
の
講
座
は
、
延
べ
七
三
七
名
の
学
生
が

講
座
を
受
講
し
、
各
種
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。「
緊
急

事
態
宣
言
」期
間
中
の
講
座
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
し
て

実
施
し
、
資
格
試
験
は
、
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
学
内
、
秘

書
検
定
は
学
外
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

難
し
い
状
況

で
す
が
、
学

生
た
ち
の
就

職
活
動
に
役

立
つ
よ
う
、

資
格
取
得
を

呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、
学
び
た

い
学
生
を
一
人
で
も
多
く
支
援
す
る
制
度
と
し
て
昭
和
二
十

九
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
人
物
や
学
業
成
績
等
を
考
慮
し
て

選
ば
れ
た
学
生
に
、
現
在
年
額
二
十
八
万
円
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
奨
学
生
に
対
し
、

七
月
と
十
一
月
に
指
導
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
奨
学
生
と

し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
十
一
月
に
は
、
次
年
度
の
奨
学
生
の
第

一
次
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
四
年
一
月
に
は
第
二

次
選
考
会
が
行
わ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
も
と
二
〇
二
二
年
度

の
奨
学
生
を
十
名
決
定
し
ま
し
た
。
奨
学
金
は
、
返
還
不
要

で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
学
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

受賞しました！

受賞しました！

《団体賞》

《個人賞》

「MOS世界学生大会 2021」パワーポイント部門
日本代表選出、決勝戦で世界第 7位入賞

日本語日本文学科 70 期 

2021年度オデッセイ アワード
マイクロソフト オフィススペシャリスト 大学・短期大学部門 入賞

2021年度 秘書技能検定
団体優秀賞

Microsoft Office Specialist

Excel アソシエイト

Excel エキスパート

Word アソシエイト

Word エキスパート

Power Point

Access

（一般）

（上級）

（一般）

（上級）

合 計

181
51
177
43
91
10
553

コ ー ス 受講者数

●パソコン資格取得講座

団　体

2021年度 同窓会奨励賞（受賞時の学年）

◆個　人

特別奨励賞

学生支援事業
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住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
会
員
情
報

変
更
届
け
フ
ォ
ー
ム
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
所
等
変
更
届
け
の
お
願
い

■日　時
■場　所
■内　容

第２・第４木曜日  10：00～16：00
ルルド館 第２会議室（２階）
①点訳絵本の作製と貸し出し
（一般の方・岡山盲学校小学部の方）
②点訳絵本蔵書目録の作成
③「会報」の点訳（パソコン）

ゆめ文庫の活動

■日　時

■場　所
■内　容

第２火曜日・第４土曜日
（10：00～14：30）
ルルド館 第１会議室（１階）
手作り品の制作

フリージアの会の活動

・児童院  第３火曜日（11：00～14：00）
（13：00～14：30）

第４火曜日（11：00～13：00）
第４水曜日（10：00～12：00）

・睦学園  第１・第３金曜日
（10：30～11：30）
第１火曜日（10：00～11：00）

・療育園  第３土曜日（10：00～11：30）

エンジェル会の活動
■旭川荘

■ルルド館
・ハンドベルの練習
第２・第４金曜日（10：00～）

ボランティア募集中！

○活動に参加ご希望の方は、お問合せください
TEL 086－253－8496ノートルダム清心女子大学同窓会

組
織
図

代議員総会

事 務 局

会 　 　 員

ホームカミング

広 　 　 報
顧 　 　 問

プレゼンテーションコンテスト 監 査 委 員

ボランティア

奨学金事業

講 　 　 座

奨学生選考委員会
役員選考委員会
情報管理委員会
講座対策委員会

特
別
委
員
会

鳥

取

支

部

岡
山
県
支
部

北
海
道
ユ
リ
ア
会

四

国

支

部

東

海

支

部

広

島

支

部

九

州

支
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同窓会より

謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします
森（ 佐 藤 ）淑 子 様 （専１・被）
水 谷（ 山 口 ）妙 子 様 （専２・保）
鴨下（倉田）美耶子 様 （専３・保）
秋本（田原）美津子 様 （専５・英）
坂本（日野）美恵子 様 （専５・被）

今 田（ 岡 本 ）智 子 様 （大５・家）
天 野（ 河 原 ）京 子 様 （大８・家）
佐藤（有浦）富美子 様 （大10・国）
田 中（ 藤 原 ）弘 子 様 （大14・英）
安 田（ 佐 藤 ）尭 子 様 （大16・児）

大饗（岡崎）よし江 様 （大17・英）
山本（冨井）けい子 様 （大20・英）
加 藤（ 竹 内 ）伸 枝 様 （大21・家）
常 岡（ 細 見 ）洋 子 様 （大25・英）
三 宅（ 中 桐 ）千 裕 様 （大29・英）

●
使
用
で
き
る
人

●
使
用
目
的

●
休
館
日

部屋の名称

備　　　考

※冷暖房費は使用料に含む

超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使　　用　　料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

20人
10人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

（会議・会合等）
４時間以内

平　日：９時～16時
① ②

同
窓
会
館
利
用
の
し
お
り

土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
創
立

記
念
日
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
デ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス
・
夏
季
休
業
・
冬
季
休
業
等

①②
学
生
・
同
窓
生
・
岡
山
清
心
女
子
専

門
学
校
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
現
旧
教
職
員（
客
員
）及
び
そ
の

家
族

附
属
校
、
姉
妹
校
関
係
者
及
び
そ
の

家
族
・
同
窓
会
会
長
が
承
認
し
た
者

諸
会
議
・
趣
味
の
集
ま
り
・
同
期
会
な
ど

支部だより ●支部活動にご協力いただける方を募集しています
●支部会費の納入をお願いします

●九州支部（750人）
一昨年「２年後にはマスク無しで集うことが出来ますよう

に…」と願いを込めて支部総会・懇親会延期の案内を出しま
した。しかし、残念ながら皆様と笑顔で再会出来る日は少
し先になりそうです。支部総会の一日も早い実現と、皆様
が心穏やかに過ごせる日がくることを心よりお祈りしてお
ります。

支部長  青木美樹子

●北海道ユリア会（55人）
ユリア会の歴史の中で、この２年間のコロナウイルスとの

日々は、準備の年だと思い、辛抱してまいりました。当会
のメンバーは、きっと雪国ならではの我慢強さで、コロナ
禍の制約ある中での楽しみ方を見つけ出してお過ごしのこ
とでしょう。１年に一度、会報に忍ばせた思いが繋がり、
2023年、函館総会で満開の笑顔が咲きますように。

代表 梅田史恵

●東京支部（2,077人）
東京支部は担当都県が広範囲に渡る上、感染者発生の多

い地域を抱えている為、コロナ禍においての同窓会活動に
大きな制約と不安があります。今まで先輩方が脈々と継な
いで来られた同窓会の伝統継承と会員の安全との両立が、
今後の支部活動の課題となります。笑顔溢れる支部総会の
開催を願いつつ。 （東京都 菅　奈保子 記）

支部長  福長里彩

●東海支部（598人）
東海支部では、来年2023年の支部総会に向けて動き出し

たところでございます。
コロナ禍によりなかなか集まれませんでしたが、２月に

はオンラインで役員会をいたしました。任期も３年目とな
りましたが、役員６名力を合わせて準備してまいります。
　東海支部の皆さまとお顔を合わせる時が来るのを役員一
同楽しみにしております。

支部長 中司恵理

●京阪神支部（2,244人）
　支部活動が大きく制限される中、役員で協力し、ライン
で連絡を取り合いながら、支部活動を続けています。令和
４年８月に開催を予定しておりました総会・懇親会ですが、
昨今の状況を考慮いたしまして、前回に続き、今回も中止
することにいたしました。コロナ禍が終息し、笑顔で皆様
とお会いできます日を心待ちにしております。

支部長 岡　智香

●岡山県支部（17,308人）
令和３年度は、６月に予定していた総会を中止し、「地域

花みずき会」も自粛しました。月１回の役員会も年に５回に
抑え、支部会報「花みずき」発行が主な活動になりました。
今年度は、次回総会や「地域花みずき会」で皆様にお会いで
きることを楽しみに徐々に活動を戻していくことができま
すよう願っています。

支部長  大月昌子

●四国支部（1,283人）
昨年の４月から愛媛に支部が移りましたが、県外往来が

困難な時期が続き、香川との引き継ぎが実現したのは10月
でした。両県の役員で意見交換がなされ、楽しい交流の場
について話が弾みました。コロナ禍での総会は今年度は見
送りますが、心温まるミニ同窓会など実現したいと考えて
います。

支部長  正岡ふゆみ

●鳥取支部（100人）
今回はこの会報紙面をお借りして、特に鳥取支部の同窓

会員の皆様にご挨拶させていただきます。コロナ禍で、ま
たまた一年が経ってしまいましたが、皆様お変わりありま
せんでしょうか。コロナ収束の折には、皆様との定例の同
窓会が再開できますことを心より楽しみにいたしておりま
す。皆様お元気でお過ごしくださいませ。

支部長  三輪洋子

●広島支部（1,730人）
2021年８月には大雨があり広島でも被害がありました。

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
 今年度は支部活動を引き継いでいただける方を探すことを
活動の中心としました。突然のお願いにも丁寧に対応して
くださり、さすが清心の卒業生だなと感じました。あたた
かいお言葉をくださった先輩方に感謝申し上げます。

（広島県 高橋泰子 記）

支部長 濱田晶子

※各支部の会員数は2022年５月現在のものです

※不掲載をご希望された方のお名前は記載しておりません。

会報57号で、津田学長は、本学の卒業生として初めての学長とご紹介しましたが、英文学科卒業生として初めての学長です。
訂正してお詫び申し上げます。

＜お詫び＞

令和４年５月
2 8日（土）にノー
トルダム清心女子
大学中央棟８階会
議室において、支
部長会を開催しま
した。

■2022年度支部長会報告

rurud
ハイライト表示

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形



講 座 名

テキスト代・資料代他
（4,000円程度）

テキスト代（2冊）
4,080円（税込）

ペン習字
文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
日本ペン習字研究会師範

橋 本 真 理（紫 泉）

5月～7月、10月～1月
①毎週水曜日13：30～14：40
②毎週水曜日15：00～16：10

5月～7月、10月～2月
①第２・４火曜日 13：30～15：30
②第２・４木曜日 13：30～15：30

①大学生／同窓生クラス
５月～３月 第２・４木曜日
15：00～16：00
②清心幼クラス ５月～３月
第２・４月曜日14：00～15：00
③清心小クラス ５月～３月
第２・４月曜日15：30～16：15

第１月曜日（月１回）10：30～ 11人

書写検定受験者は
受験料別途必要

扇（4,000円）

着物（ゆかた）・足袋等は
各自ご用意ください

20,700円
（1カ月/2,800円）

公的資格の文科省後援硬筆書写検定３
～１級の取得を目指す。万年筆、ボー
ルペン、筆ペンなどで、宛名書き、履
歴書、季節の挨拶状など、実用的なス
キルを楽しみながら身につける。

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

一 級 家 元 教 授

菊　井　優　子

5月～7月、10月～2月
①毎週金曜日10：00～12：00
②毎週金曜日13：30～15：30

25,900円
（1カ月/3,100円）

花代・１回
900円

34,100円
（1カ月/3,000円）

34,100円
（1カ月/2,500円）

ゆかたから留袖まで自分で着られるように
なる。和の文化について学べるし、マナー
も身につけることが出来る。人に着せ付け
ることも可能。講師の資格も取得できる。

活 け 花
（小原流）

日本舞踊
（正派若柳流）

正 派 若 柳 流 師 範
岡山日本舞踊協会会員
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

花に触れ、花を活けながら花とたわむ
れ、自分の内にある感性を育てていき
ましょう。

楽しみながら日本舞踊ができる様、初
心者の方にも習得しやすい小曲を中心
に指導を行う。また、踊りのお稽古を
通して着付け、礼儀作法も身につける
ことができる。

講 師 内 容 曜日・期間等

同 好 会 名

源氏物語を読む会

内 容 開講期間 部員数（令和４年１月時点）

受講料（全納） 教　材　費

2022年度  文化講座

2022年度  文化同好会

〝学びの旅を始めませんか!!〟

ノートルダム清心女子大学同窓会 〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9 TEL（086）253-8496申込み・問合わせ

奨学金の給付
奨学生指導会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫
エンジェル会
フリージアの会
同窓生の集い
会報発行
支部支援
名簿管理
プレゼンコンテスト
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
法定福利費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課
寄付金支出
特別会計から繰出

什器備品購入支出
リース資産支出
諸事業積立金
会報発行積立金
建物積立金
特別会計操出

入会金、会費収入
一般寄付
支部より寄付支援
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料
特別会計より繰入

11,000,000
1,200,000

0
15,000,000
300,000
200,000

0
50,000
11,000
30,000
350,000

0
28,141,000
24,881,701
53,022,701

15,140,000
3,655,380

0
19,011,540
268,600
107,050

0
93,762
6,015
54,478
399,060

0
38,735,885
24,881,701
63,617,586

15,000,000
1,500,000

15,000,000
260,000
150,000

80,000
30,000
30,000
350,000

32,400,000
34,945,950
67,345,950

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
2021年度  決算報告（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
2022年度  予　　算（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

科 目
中 科 目

2021年度
総括予算額

2021年度
総括決算額

2022年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入
寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

特別会計繰入金
小　　　計

前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング
会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

2,520,000
150,000
100,000
200,000
130,000
130,000
130,000
400,000
4,000,000
390,000
50,000
680,000
50,000
300,000
7,400,000
250,000
305,568
30,000

△ 305,568
16,910,000
5,200,000
600,000
600,000
30,000
400,000
300,000
280,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
600,000
30,000
500,000
600,000

0
0

10,082,000
23,355,485

0
675,216
1,000,000

0
1,000,000

0
0

53,022,701

2,520,000
90,179

0
120,000
15,719
54,845
52,811
1,667

3,665,482
230,400
108,023
59,770
41,083

0
7,685,289
255,853
305,568

0
△ 288,504
14,918,185
5,558,172
747,056
337,160

0
473,301

0
353,239

0
95,700
325,469
44,330
181,440
137,504
640,200
32,397
465,465
1,686,802

0
0

11,078,235
0
0

675,216
1,000,000

0
1,000,000

0
34,945,950
63,617,586

2,800,000
100,000
100,000
200,000
60,000
60,000
60,000

1,200,000
4,000,000
390,000
100,000
680,000
50,000
300,000
7,400,000
250,000
288,504
40,000

△ 288,504
17,790,000
5,800,000
800,000
600,000
30,000
400,000
200,000
380,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
640,000
30,000
800,000
600,000

11,222,000
34,658,734

675,216
1,000,000
1,000,000
1,000,000

67,345,950

〈支出の部〉
科 目

中 科 目 小 科 目
2021年度
総括予算額

2021年度
総括決算額

2022年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

特別会計繰出金

予 備 費

固定資産取得支出

積立金支出

繰入金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計

1011

（自前の扇がある方は
ご持参ください）
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溝　
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桐　
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本　

千　

春

荒　

内　

和　

美

福　
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好　

子

藤　

原　

佳
希
子

吉　

田　

行　

枝

古　

川　

順　

子

妹　

尾　

美
穂
子

ミ
ラ
ー　

典　

子

那　

須　

雅　

子

世　

良　

佳　

子

齋　

藤　

幸　

子

田　

中　

恵　

子

○
理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

◎
理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

○
理
事

理
事

理
事

理
事

○
理
事

理
事

監
査
委
員

監
査
委
員

監
査
委
員

15
期
・
家
政

20
期
・
国
文

21
期
・
国
文

22
期
・
児
童

24
期
・
児
童

25
期
・
英
文

25
期
・
英
文

26
期
・
英
文

27
期
・
食
品

31
期
・
英
文

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

31
期
・
家
政

32
期
・
国
文

32
期
・
児
童

34
期
・
英
文

36
期
・
英
文

14
期
・
家
政

31
期
・
家
政

35
期
・
家
政

二
〇
二
二
年
度

役
員
名
簿

（
◎
は
会
長
○
は
副
会
長
）

二
〇
二
二
年
度
代
議
員
名
簿

期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名

代議員について
　年一回の代議員総会は、同
窓会の最高議決機関です。総
会に出席し（委任状含む）、同
窓会の活動や、会のあり方な
どを審議していただきます。

鈴 木 菊 子
信 岡 敦 子
石 井 良 枝
大 熊 昌 子
田 中 慎 子
古 田 啓 子
元 井 和 子
杉　本　香奈恵
齋 藤 　 緑
光 藤 明 子
実 光 詔 子
石　津　ミチ子
百合草　孝　子
安 井 和 子
天　野　ひろみ
森　本　芙佐子
上 川 和 子
米 本 弘 子
秦 野 弘 美
内 田 順 恵
古 賀 由 恵
上 野 和 子
坂 本 鈴 子
稲 田 敏 子
片 岡 富 子
鳥 取 温 子
甲 田 正 子
横 内 泰 江
正　岡　ふゆみ
小 山 育 子
三 輪 洋 子
長 野 育 子
椋 代 公 子
神 浦 由 里
佐 藤 泰 子
菊 井 優 子
英　　　千恵子
仁 熊 恭 子
大河原　桂　子
豆 谷 裕 子
福 田 澄 恵
牧　　　豊　子

服 部 裕 子
片 岡 一 惠
河 原 秀 子
長 尾 祥 誉
大 月 昌 子
前 田 明 美
金 光 真 里
畑　野　比呂美
藤 田 雅 子
佐　藤　由美子
甲 斐 美 恵
池 内 比 美
佐久間　敦　子
横 溝 美 子
高 木 祥 子
森 川 千 代
前 田 敦 子
岸 本 晴 美
時 久 祐 子
中 野 明 子
佐 藤 容 子
梅 田 史 恵
青 木 　 泉
渡 部 睦 美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
木 村 久 恵
山　本　小百合
中 内 　 香
菅　　　奈保子
髙 野 友 紀
渡 辺 好 美
吉 村 香 里
岡 　 智 香
井 上 圭 子
内 藤 知 美
高 橋 泰 子
中 司 恵 理
福 長 里 彩
仁 科 麻 紀
東 山 有 未
松 岡 一 美

岡 村 亜 希
濱 田 晶 子
北 原 香 奈
堀 米 直 子
筒 井 智 美
西 川 照 美
髙　橋　三紗子
青　木　美樹子
内 藤 景 子
菱 川 明 子
金 谷 祐 子
神 原 芳 里
高　原　佐知子
江 國 未 來
野 瀬 裕 子
秀 　 梓
藤 田 雅 子
井 上 結 貴
柏 瀬 晴 子
小 林 由 佳
石　原　三希江
久木野　優　子
槇　尾　早奈恵
笠 原 彩 奈
信 江 有 紀
西 川 綾 華
渡 邉 貴 子
笹 治 　 里
石　田　みずえ
川 﨑 有 理
俣 野 由 佳
齋 藤 暑 子
小 野 優 奈
藤 原 果 奈
河　本　奈津子
枝 木 佑 充
中 村 綾 乃
末 永 貴 子
藤 澤 　 杏
竹 本 涼 香
木 村 真 緒
藤 澤 香 恋

森 田 千 弓
濱 田 　 歩
佐 藤 祐 美
佐 藤 菜 摘
守 本 奈 央
王 野 早 織
太 田 　 桜
大 福 成 美
藤 井 咲 紀
守 安 美 晴
湯 浅 果 音
大　谷　理彩子
松 田 愛 見
辻 岡 彩 菜
原 　 麻 維
岡 市 理 沙
安　田　万智子
夏 山 詩 菜
西 原 菜 月
滝 澤 真 由
濃 野 真 衣
片 岡 瑞 稀
塚 本 真 奈
尾 本 菜 月
平 井 夢 香
平 井 万 裕
松 尾 美 咲
片 岡 里 菜
畠 　 菜 緒

大 6 期・英
大 8 期・英
大 8 期・国
大10期・英
大10期・国
大10期・国
大10期・家
大12期・国
大12期・家
大13期・家
大15期・国
大15期・家
大16期・家
大17期・英
大17期・国
大18期・英
大18期・国
大18期・家
大18期・家
大18期・児
大18期・児
大19期・国
大19期・食
大20期・児
大20期・食
大21期・国
大21期・家
大21期・家
大21期・児
大21期・食
大23期・英
大23期・国
大23期・児
大24期・英
大24期・英
大24期・家
大24期・食
大25期・英
大25期・国
大26期・英
大26期・児
大26期・児

大27期・家
大28期・家
大28期・家
大28期・食
大29期・英
大29期・英
大29期・児
大30期・英
大30期・食
大31期・英
大31期・家
大32期・家
大32期・家
大32期・家
大33期・英
大33期・家
大34期・国
大34期・家
大35期・国
大35期・家
大36期・家
大36期・児
大36期・食
大37期・食
大37期・食
大38期・国
大39期・児
大39期・食
大40期・英
大40期・英
大41期・英
大41期・英
大41期・家
大41期・児
大42期・家
大43期・家
大43期・児
大43期・食
大43期・国
大44期・英
大44期・国
大45期・国

大45期・家
大46期・食
大47期・食
大48期・児
大49期・英
大50期・英
大51期・英
大51期・食
大52期・日
大52期・食
大54期・食
大55期・社
大56期・英
大56期・生
大56期・生
大57期・児
大57期・食
大58期・食
大58期・食
大59期・生
大60期・日
大60期・日
大60期・社
大61期・日
大61期・日
大62期・日
大62期・日
大63期・社
大63期・生
大64期・社
大64期・社
大65期・児
大65期・食
大66期・児
大66期・食
大67期・日
大67期・日
大68期・英
大68期・英
大68期・日
大68期・日
大68期・現

大68期・現
大68期・児
大68期・児
大68期・食
大68期・食
大69期・英
大69期・英
大69期・日
大69期・日
大69期・現
大69期・現
大69期・人
大69期・人
大69期・児
大69期・児
大69期・食
大69期・食
大70期・英
大70期・英
大70期・日
大70期・日
大70期・現
大70期・現
大70期・人
大70期・人
大70期・児
大70期・児
大70期・食
大70期・食

（2022.5 現在155名）

総会報告代議員名簿・文化講座

※文化講座は５月開講、随時受け付けます。 冷暖房費年間1,100円が受講料に含まれています。

文化同好会を開いてみませんか？ 上記の文化同好会のように、趣味が同じ同窓生・学生が参加し、サークル
感覚で楽しく活動できる同好会を随時募集しています。趣味の例 ： 刺繍、水彩画、イラスト、映画鑑賞、語学 など
☆申請方法などは同窓会までお問い合わせください☆

同窓会文学講座を継承し、源氏物語に親しむ

文化同好会募集！！

二
〇
二
二
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会

　

二
〇
二
二
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会
は
、
令
和
四
年

五
月
二
十
八
日（
土
）、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

中
央
棟
八
階
会
議
室
に
て
、
代
議
員
十
四
名
、
委
任
状

出
席
八
十
六
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は
す

べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

令
和
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

次
期
役
員
選
任
承
認
の
件

監　査　報　告
令和３年４月１日から令和４年３月31日までの令和３年度に

おける会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要
（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と

思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、

理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と
思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見
（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録

は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状
態を正しく示していると認める。

（２）事業報告書の内容は真実であると認める。
（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則
　　　に違反する重大な事実はないと認める。

以　上
　　　令年 4 年 4 月15日

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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■ ６月19日（日）■ ７月24日（日）■ ８月11日（木・祝）
■ ９月19日（月・祝）■ 2023年３月19日（日）

＊事前に本学ホームページからお申し込みのうえ、ご参加ください。中止・変更が生じた場合は本学ホームページでお知らせします。

TEL：086-255-5585（直通）入試広報部

をホームページ上で公開しています。

なお、24時間いつでもどこでもみられる
WEBオープンキャンパス

ノートルダム清心女子大学同窓会会員の皆様
平素は本学の活動に多大なご支援を賜り誠にありがとうございます。本欄では2021年度

本学が実施してきた諸施策について報告するとともに、2022年度の取り組み予定について
もお知らせいたします。
　2021年度に実施した施策の第一は、やはり新型コロナウィルス感染症対策です。第１期
は引き続き遠隔中心の授業となりましたが、夏季休暇終盤に本学においてワクチン職域接
種を実施し、それと並行して対面授業の再開に踏み切りました。第二に、ナミュール・
ノートルダム修道女会の教育ネットワークを活用し、海外からの遠隔授業をはじめグロー
バルな視点を取り入れた教育を拡充しました。第三に、大学キャンパスの環境整備に努め
ました。バリアフリー化を進めたほか、大学食堂がリニューアルオープンし、メニューと設備の充実を図りました。
　2022年度について、コロナの感染状況にもよりますが、引き続き万全の対策をとりつつ、原則対面授業に切り替え、
教育の質を一層高めていきます。大学の魅力や動きを様々なステイクホルダーに伝えるため、情報発信の質、量を高
めてまいります。また、国際交流センターの移転とリニューアルや売店の設置など、学生サービスにも取り組んでい
きます。
　本学はこれからも学生の成長を目的に諸施策に取り組んでまいります。今後も一層のご支援を賜りますよう、よろ
しくお願いいたします。

文 学 部 教 授

文 学 部 教 授

人間生活学部教授

人間生活学部准教授

事 務 部

食品栄養学科 実験実習助手

食品栄養学科 実験実習助手

広 瀬 佳 司
ウェアリング ロバート
平 松 清 志
今 本 美 幸

小 林 　 裕
石 井 みのり
故 引 香 穂

ノートルダム清心女子大学
副学長（経営担当）

豊 田 尚 吾
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清心の今をお届けします

●2021年度活動報告及び2022年度の取り組みについて

●2022年度役職者の紹介

●学部学科紹介

人間生活学部（1952～家政学部、1996～現名称）

大 学 院

学 長

副学長（教学担当）

副学長（経営担当）

学 長 補 佐

津 田 　 葵（英文学科14期）
本 保 恭 子
（人間生活学部教授 児童学科26期）

豊 田 尚 吾（人間生活学部教授）
小 林 修 典 （キリスト教文化研究所教授）

私立岡山女子専門学校　1943～、ノートルダム清心女子大学　1949～
（1949～学芸学部の1学部で開学、1952～文学部と家政学部の2学部に改組、

1996～家政学部を人間生活学部に名称変更）

文学研究科
　博士前期課程：日本語日本文学専攻　　博士後期課程：日本語日本文学専攻
　修士課程：英語英米文学専攻、社会文化学専攻
人間生活学研究科
　博士後期課程：人間複合科学専攻
　修士課程：人間発達学専攻（人間発達学コース、臨床心理学コース）、食品栄養学専攻、人間生活学専攻

●オープンキャンパス

人間生活学科
（1949～家政学専攻、1952～家政学科、1996～現名称）
　多角的に物事を捉え、社会の変化に対応できる柔軟な
思考力と実践力を持つ、物質的豊かさにとどまらない、
人間性に満ちた人材を育成します。「人間福祉学」「経営
経済学」「生活環境学」の３コースを設置し、人間・福
祉・生活・環境・経営・経済などの諸問題に向き合いなが
ら、幅広い分野で活躍できる総合的な知識と、社会の要
請にこたえる実践力を身に付けます。

文学部（1952～現名称）

ありがとうございました ― ご退職の先生方 ―

2022年度 実施日程

児童学科（1964～）
　未来を担う子どもたちの可能性を伸ばすことを使命と
し、健全な育成のために心理学、特別支援教育・児童福
祉学、教育学、文化学、音楽、美術の６研究室を置いて
います。各研究分野から子どもについて総合的に学び、
理解し、保育・教育現場での実習、実技での実践的指導
で子どもとかかわる姿勢や実践力を養っています。

食品栄養学科
（1965～食品・栄養学科、1996～食品栄養学科）
　医療・福祉や教育の分野に求められる、食に関するス
ペシャリストである管理栄養士、栄養士を養成していま
す。人間の生活と食の在り方を総合的にとらえ、食と健
康の理解を深め、生命科学及び応用・臨床科学としての
栄養学を追究し、栄養指導の分野を通じて健康づくりに
貢献していきます。

現代社会学科（2003～）
　今という時代を複眼的かつ批判的に見つめ直すため、
グローバル化・複雑化する時代において求められる、幅
広い視野と柔軟な思考力を養います。社会学と歴史学を
柱にして設置された全国でも珍しい学科で、「現代社会
学」と「社会史」の２コースで構成されていますが、共通
分野である人文地理学とともにコースを問わず履修でき
ます。

英語英文学科
（1949～英文学専攻、1952～英文学科、1982～現名称）
　国際共通語である英語を自在に使える技能を修得する
とともに、英語圏諸国の文化に対する理解を深め、広い
視野を持つ国際教養人の育成を目指します。「英米文学
履修コース」「英語学・言語学履修コース」「国際コミュニ
ケーション履修コース」の３コースを設置しています。

日本語日本文学科
（1952～国文学科、1982～国語国文学科、1999～現名称）
　長い歴史に培われた日本の文化を理解し、また、現代
日本を成り立たせている日本語表現の実際に触れながら、
たしかな日本語の運用能力を身に付けます。古代から現
代までの文学を研究する「日本文学」、日本語全般を探究
する「日本語学」、書道などの日本語表現を学ぶ「言語文
化」の３分野で体系的に学びます。
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●2021年度寄付金等のお礼とご報告

2021年度寄付金

卒業生の皆さまには「一粒の麦」などを通じて、日頃から温かいご支援をいただき、心より感謝申し上げます。
2021年度寄付金について、以下のとおりご報告申し上げます。

●地域連携・産学連携 共同商品「JA岡山×清心（ブレンド米）」と「高梁紅茶×清心」
本学は「地域連携」「学生の成長」「認知度の向上」を目的として、地域連携・産学連携事業を積極的に推進しています。

学生が主体となり、地域・企業の方と研究、試行を重ねた商品を紹介します。

● 学術研究・教育活動の奨励または支援
● 教育研究環境の拡充 　
● 本学学生に給付する学資
● 目的は問わない

100,000 円
100,000 円
400,000 円

1,070,210 円

1件
1件
6件
6件 計 1,670,210 円

本学では、これからも学生支援に全力を挙げてまいります。引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。

14

●清心わくわくコンサート

アンコール配信　６月26日～８月31日。
好評につき、再配信。後輩たちの演技を、お
子様、お孫様とご一緒にお楽しみください。
第 1部【わらべうたであそぼう】
第 2部【きせつのうたをたのしもう】  第 3部【みんなでおどろう】

●オリジナルブックカバー
卒業生限定のオリジナ

ルブックカバーを作成しま
した。下のQRコードから
ダウンロードしてください。

・文庫用
デザイン２種

※デザインは変更することがあります

●資料情報をお知らせください
女子専門学校及び1949年から

1960年代の資料を探しています。
特に次の資料情報の提供をお願
いいたします。
・女専の授業内容がわかる
資料・写真

・大学1949～1966年までの
講義概要・学生便覧

TEL 086-252-3107  FAX 086-252-7035
E-mail: archives@post.ndsu.ac.jp

※お電話でのご連絡は月～金 9時～16時（祝・本学休業日を除く）

広報室アーカイブでは本学に関する資料を収集・保存していま
す。本学資料をお持ちの方がいらっしゃいましたら、広報室ま
でご連絡くださいますようご協力お願いいたします。

　1953年３月の第１期生から70期生まで、約29,000名の卒業生が巣立っていかれました。本学が、岡山
県という地方の女子大学でありながら、高い就職率を誇っておりますのは、職場や家庭、地域の中で活
躍する卒業生の方々のご活躍のおかげでございます。皆様のご活躍は、社会における「本学教育への信
頼」となり、後輩たちの就職に関して、他大学にない優位性を示しております。
　最近５年間の主な就職先を地方別にみますと、多くの入学者がいる岡山県・香川県・広島県が中心と
なっておりますが、東北地方を除く、北海道から沖縄までの全国で、卒業生が就職しております。
　岡山県から遠方の地域で就職しております卒業生は、４年間の学生生活で培った人間力や英語力に加
え、教員免許、管理栄養士、保育士、社会福祉士などの各種免許・資格を活かしての就職先が目立って
おります。
　これからも後輩たちのため、皆様のさらなるご活躍により、「ノートルダム清心女子大学」の名前を広
めて頂ければ幸いでございます。また、皆様のお近くに本学卒業生が参りましたら、未熟な点が多々ご
ざいますので、同窓生同士ならではの、「厳しさの中にも温かみあふれるご指導」を賜りたいと存じます。
引き続き、母校発展のため、ご理解ご協力の程何卒よろしくお願い申し上げます。

（キャリアサポートセンター長  鷲 江 健 治）

■都道府県別就職者数

◆11年連続で98％以上の就職決定率
を達成しています

（2016年度～ 2020年度）
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　食品栄養学科の学生（小山洋子准教授ゼミ生９名）がJA岡山
と協力し、岡山米を使った新オリジナル精米商品「晴々ロマン
（はればれろまん）」を考案しました。本プロジェクトの第１弾
として、ブレンド精米の商品企画を行い、
コンセプトやブレンド内容をはじめ、ネー
ミングやパッケージデザイン、レシピの考
案等を行いました。この商品は、JA岡山
農産物直売所、株式会社天満屋岡山本店他
にて販売されています。

「晴々ロマン」ブレンド米
  の報告ブログ

JA岡山×清心「未来の米食育プロジェクト」
共同で考案したブレンド無洗米

　現代社会学科（二階堂裕子教授ゼミ）および食
品栄養学科（吉金優准教授ゼミ）の学生が、岡山
県高梁市の特産である高梁紅茶を用いたオリジ
ナル商品の開発に取り組んでいます。地域の生
産者と学生が協働しながら、茶葉の収穫・加工
を行い、高梁紅茶を科学的に分析し、コラボ商
品の開発を目指しました。開発した商品は、現
在オープンキャンパスなどで配られています。
詳細は上のQRコードからご覧ください。

「高梁紅茶」の
  報告ブログ

高梁紅茶×清心  協働プロジェクト

（清心子育てプロジェクト）
卒業生
限定

卒業生の活躍

オンラインショップで
ご購入いただけます

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形



ノートルダム清心女子大学同窓会

第 号58

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
第
58号

2022年
6月
発
行
　
編
集
発
行
／
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
　
〒
700-8516  岡

山
市
北
区
伊
福
町
2-16-9

TEL 086-253-8496　
E-m
ail: rurudo@

theia.ocn.ne.jp　
印
刷
所
／
サ
ン
ユ
ー
印
刷
社

本紙の印刷には環境にやさしい植物性大豆油インクを一部使用しています。
中庭の藤棚

「ノートルダム清心女子大学同窓会
創立70周年記念式典・懇親会」のご案内

時 間
場 所

参 加 費
申込み締切

記念演奏

■
■

■
■

■

：
：

：
：

：

10：30 ～ 14：00〔受付10：00より〕
ANAクラウンプラザホテル岡山
（１階  曲水の間）
10,000円（会食・記念品等）
令和４年10月15日（土）
＊定員に達した場合は、お断りする場合があります
＊同封の振込用紙にてお振込みください
川井郁子バイオリンコンサート

同窓会は、令和５年に創立 70 周年を迎えます。今年度は「同窓会創立 70 周年記念式典・懇親会」
を開催いたします。新型コロナウイルスの感染拡大によって、昨年、一昨年と「同窓生の集い」を
開催することができませんでした。楽しみにされていた皆様、どうぞ「同窓会創立70周年記念式典
・懇親会」にご参加ください。

　大学祭が中止になった場合は、開催を中止します。開催の有無は、同窓会HPでお知らせします。
ご不明な点は同窓会事務局までお問合わせください。
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学長挨拶

特集 学内散策

学生支援事業

ボランティア

支部だより

同窓会より

総会報告

代議員名簿・文化講座

大学からのお知らせ

令和　　　年　　　月　　　日（土）５ 11２

なった場合は 開催を中止します 開催の有無は 同窓会HPで

奨学生支援バザーのご案内

●時　間：10：00～15：00
●場　所：ヨゼフホールラウンジ

●内　容：フリージアの会による手作り品・遊休品
ブランドリユース品・セレクトショップ・マイショップ等

ノートルダム清心女子大学同窓会
HP: https://ndsu-rurudo.jp　E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp
〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

コロナ感染防止のため、ご来場の際には、必ずマスクの着用をお願いいたします。

＊ご参加の方は、当日の配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

記念演奏■ ：川井郁子バイオリンコンサート

奨学生支援バザーのご案内

＊ご参加の方は、当日の配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

ご卒業50周年をお迎えになられ、心よりお慶び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し、「同窓会創立
70周年記念式典・懇親会」へのご参加を呼びかけています。同じ期でテーブルを囲み、楽しいひとときを過ご
されませんか？ささやかな記念品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学17期・18期・19期・20期の皆様へ
（昭和44年卒・45年卒・46年卒・47年卒）
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＊注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

■お問合せ

　会報58号の誌面のメインカラーはラベンダー色です。今年３月に卒業し、新たに同窓会本会員になられた学年のクラス
フラワー「藤」にちなんでいます。『ラベンダーのごとく高尚に、藤のごとく謙虚に思慮深く誠をもって』という意味がこめら
れています。

令和　　　年　　　月　　　日（土）― 大学祭初日 ―４ 11 ５

●香川県出身　　●東京藝術大学卒業
●同大学院修了　●現在 大阪芸術大学教授
国内外の主要オーケストラや世界的音楽家た

ちと共演。全国各地およびカーネギーホール、
パリ・オペラ座、ワシントンDC公演など国際的
に活躍。日本アカデミー賞最優秀音楽賞受賞。

プロフィール

「同窓会創立70周年記念式典・懇親会」の
ご案内


	P2-3最終校正
	P4-5最終校正
	P8-9最終校正
	P10-11最終校正
	P6-7最終校正
	P12-13最終校正
	P14-15最終校正
	同窓会会報
	P2-3最終校正
	P4-5最終校正
	P8-9最終校正
	P10-11最終校正
	P6-7最終校正
	P12-13最終校正
	P14-15最終校正


